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1．はじめに
　日本は超高齢社会を迎え、高齢化率が 24.1%（2012
年 9 月現在）となり 1）、およそ 4 人に一人が高齢者
となった。このような状況であっても現代の若者は、
まわりの高齢者にどのような不自由さがあり、どん
な危険に晒されているかは見ているだけでは理解で
きない。平成 24 年度に開学した本学看護学科はカ
リキュラム作成にあたり、老年看護学概論を 1 年生
の後期から開始し、専門分野を少しでも早い時期か
ら学んでいくことを意図した。老年看護学の担当者
として、教養科目や基礎看護学を中心に教育される
時期に、効果的に老年看護学を展開していく一つの
方法として、高齢者疑似体験の導入を試みた。
　高齢者疑似体験とは高齢者の身体機能低下の理解
を深めるために、シミュレーターを用いて、円背や
下肢の関節可動域の制限、視覚や聴覚の特徴等を体
験するものである。これらを体験することで、高齢
者の日常生活上での不自由さや危険を察して、高齢
者の視点に立った看護を考えることをねらいとして
実施した。
　高齢者疑似体験は、シミュレーターによる高齢者
の体験と援助者の設定を中心に行われてきたが 2-5）、
客観的な観察の視点による新たな気づきができると
されている 6）。そこで本研究では、シミュレーター
の装着による体験と援助者に加えて、それぞれを客
観的に観る観察者を全員が体験する疑似体験を実施
したので報告する。
2．目的
　本研究の目的は、看護系大学 1 年生が高齢者疑似
体験を通して体験したことと、その観察による気づ
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3．方法
1）対象者
　1 私立大学の看護学科 1 年生 90 名。
　対象者は高齢者疑似体験の前に老年看護学概論の
講義を 2 回（老年期の特徴と老年看護の理念、加齢
に伴うからだと心の変化）受講していた。
2）調査期間
　2012 年 10 月 10 日〜 20 日
3）調査方法
（1）高齢者疑似体験の実施項目
① 実施方法
　高齢者疑似体験はグループ単位で実施し、1 グ
ループ 5 〜 6 名の構成とした。グループメンバーの
内、1 名は高齢者役としてシミュレーター（以下、
疑似体験装具）を装着し、2 名は援助者として高齢
者役の援助を行った。他の 2 〜 3 名は観察者として
高齢者役と援助者をそれぞれ観察することとし、全
員が高齢者役・援助者・観察者を体験した。
② 実施内容
　大学構内において a）〜 e）を実施した。
a）25m の平面歩行、b）片側に手すりのある 10 段
の階段昇降、c）高さの異なる 2 種類の椅子（床か
らの座面高 37. 0cm・46. 0cm）へ座る、d）座っ
た状態で援助者が前後左右から話しかけた後に立
ち上がる、e）風景、駅構内の案内板、文字を記し
た掲示物（照度約 5 lx の室内の掲示板に床面から
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120cm・160cm の高さに設置）の閲覧とし、1 回の
体験は疑似体験装具装着後 15 分を要した。
③ 疑似体験装具
　高齢者疑似体験には 3 種類の装具を用いた。使用
頻度の高いシニアポーズ（大和ハウス工業株式会社）
を示す（図 1）.a）シニアポーズの視覚シミュレー
ター、聴覚シミュレーター、膝関節拘縮シミュレー
ター、円背シミュレーター、b）おいたろう（株式
会社京都科学）のイヤーマフ、視覚障害体験用ゴー
グル、チョッキ、膝サポーター、c）エルダートラ
イ（株式会社ヤガミ）の視界ゴーグル、背曲げ用エ
プロン、膝サポーター、別売ヘッドフォン。
図 1　高齢者疑似体験に主に用いた疑似体験装具
　　		（シニアポーズ）
聴覚シミュレーター
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④ 評価方法
　対象者は体験終了後に以下を記述し提出した。
a） 高齢者役を通しての自己評価：高齢者の理解に
関する 10 項目、全く理解できなかった（1）〜
よく理解できた（4）の 4 段階の評価とした。
b） 感想等の記述：高齢者役を通しての感想、援助
者を通して考えた援助、観察者を通しての高齢
者役と援助者への気づき、全体を通しての感想
を記述した。
（2）分析方法
 高齢者疑似体験実施後の高齢者役を通しての自己
評価は、項目別に回答者数を集計した。感想等は高
齢者役・援助者・観察者としての記述に着目して文
脈を抽出して内容毎にカテゴリー化し、回答件数を
集計した。 
4）倫理的配慮
　調査協力を得るにあたり、対象者が高齢者疑似体
験の自己評価と感想文を提出した後に、これを調査
資料として用いること、調査の目的、調査協力が自
由意思に基づくこと、および調査協力の有無による
成績への影響がないことを文章と口頭で説明した。 
そのうえで、同意書への署名と回収箱への提出を
もって調査協力の同意とした。なお、本研究は帝京
科学大学倫理審査委員会の承認を得ている。
4．結果
　対象者は調査協力の同意の得られた 74 名（82. 
2%）で、男性 10 名（13. 5%）、女性 64 名（86. 5%）
であった。
1）高齢者役を通しての自己評価（図 2）
　全 10 項目において理解できた・よく理解できた
と回答した者が 55 〜 73 名であった。項目別では、
高齢者の全体的な変化は 74 名であった。歩行への
影響 73 名、階段昇降への影響 72 名、姿勢のつらさ
が 70 名、周囲の音による聞き難さ 69 名、声の聞き
難さ 61 名、椅子へ座る時の影響 59 名、色の見え
方 58 名、視野への影響 59 名、環境の明るさ 55 名、
の順であった。
　椅子へ座るときの影響、視覚への影響について
あまり理解できなかった・全く理解できなかった
理由を記述していた者は前者が 12 名、後者は 37
名であった。記述内容は、椅子へ座るときの影響
では、「現在は筋肉があるので楽だと思った」「椅
子の高低差での違いがよく分からなかった」等で
あった。視覚への影響については、「変化がない」「あ
まり変わらなかった」等であった。また、疑似体
験装具について 5 名が、「眼鏡型の装具だったため
変わらなかった」「ゴーグルなので変わらなかった」
と記述していた。
2）援助者を通して考えた援助（表 1）
　援助者を通して考えた援助の記述を 304 件抽出
し、以下の 6 カテゴリーに分類した。「聴覚」が 93
件と最も多く、次いで「階段昇降」61 件、「歩行」
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49 件、「椅坐位」44 件、「視覚」31 件、「姿勢」26
件であった。
3）観察者を通しての気づき
（1）観察者による高齢者役への気づき（表 2）
 観察者による高齢者役への気づきの記述を 108 件
抽出し、以下の 9 カテゴリーに分類した。「歩行」
が 29 件と最も多く、次いで「階段昇降」18 件、「姿
勢」15 件、「聴覚」13 件、「座位・立位」11 件、「視
覚」11 件、「潜在する危険」4 件、「心身の疲労」4 件、
「身体の痛み」3 件であった。
（2）観察者による援助者への気づき（表 3）
　観察者を通した援助者への気づきの記述を 146 件
抽出し、以下の 10 カテゴリーに分類した。「耳の聴
こえ難さへの援助」が 31 件と最も多く、次いで「安
全の確保」27 件、「援助者の課題」18 件、「頻回に
声をかける」15 件、「階段・段差がある場合の援助」
14 件、「相手に合わせる」13 件、「相手を尊重する」
9 件、「歩行の際の援助」8 件、「椅坐位・立位の援助」
7 件、「目の見え難さへの援助」4 件であった。
　観察者を通した援助者への気づきでは、援助者を
通して考えた援助にはなかった「頻回に声をかける」
「相手を尊重する」が抽出された。頻回に声をかけ
るでは、「大丈夫ですかなどの声をかけ、相手に気
を配っていた」「立ち上がるときに、立ちますよ、
せいの。と声をかけ、タイミングをつかめてよいと
思った」等が挙げられていた。相手を尊重するでは、
「自分でできる範囲はなるべく手を出さない」「無理
に手を出すのではなく、高齢者（役）の力をどのよ
うに上手く使うか、安定させられるか考える必要が
ある」等であった。
4）全体を通しての感想
　全体を通しての感想は、48 名が今後の展望を記
していた。「高齢者と接するときに体験を生かして、
どうすれば少しでも楽になれるか考えて行動しよ
うと思った」（11 名）、「今度、高齢者が困っていた
ら助けたり声をかけたりしようと思った」（12 名）、
「体験を通して感じた気持ちをこれからの生活に生
かしていきたい」（5 名）、「自分が普通に出来るこ
とも相手はとても痛かったり負担になっていること
を理解しなければならないと思った」（8 名）、「高
齢者について知ったり感じたりすることが出来たの
で実習に繋げていきたい」（7 名）、「どのようにし
たら高齢者が過ごしやすい環境を作れるかこれから
考えていく必要がある」（4 名）、「年をとっても今
の状態を維持したいので毎日ストレッチ等をしたい
と思った」（1 名）。その他、疑似体験装具に関して
「一つの装具では姿勢の辛さ等は分からなかった」（1
名）の記述もあった。
　
5．考察
　本研究は、看護学科 1 年生を対象に高齢者疑似体
験を実施し、高齢者役、援助者、観察者という三者
図 2　高齢者役を通しての自己評価
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の視点での理解や気づきが示された。以下にそれぞ
れについて考察する。
1）高齢者役を通しての高齢者の身体の変化の理解
　高齢者役を通して、全対象者が全体的な身体の変
化について理解できた・よく理解できたと評価して
おり、加齢に伴う身体の変化の特徴を理解すること
ができたと捉えられた。しかし、視覚と椅子に座る
時の影響に関しては、理解できた者が他の項目より
少なかった。視覚に関する評価の低かった者は、疑
似体験装具による視覚への影響が自らの予測よりも
少なかった、もしくは、装具の限界が推察された。
視覚の変化の感じ方については、疑似体験装具によ
る違いの指摘があり、色の識別と視野の狭窄とを体
感できるよう疑似体験装具を検討する必要があると
考えられた。椅子に座る時の影響では、高齢者役の
身長と椅子の高さが合致していた、または、先行研
究 7）と同様に身体機能によって疑似体験装具の影
響が補われたことが考えられた。そのため、今後は
学生の体格を考慮して、複数の椅子を用いて、性別
や身長等によって適切な高さが異なる 8）ことに繋
げる必要がある。
　これまでの高齢者疑似体験では、身体機能の他に
ストレスや高齢者や障がい者の気持ちの理解が得ら
れると報告されているが 9, 10）、本研究においては、
円背と歩行等の動作、視聴覚の特徴を捉えることを
中心とした評価を用いた。そのため、感想では痛み
や負担について触れられているが、精神面への評価
に至らなかった。看護大学の 3 年生を対象とした調
査では、排泄動作を含む高齢者疑似体験により、無
気力や価値の低下を捉えられていることから 2）、今
後は排泄等の生活に根差した動作を取り入れ、評価
項目を検討する必要がある。
表 1　援助者を通して考えた援助 表 2　観察者による高齢者役への気づき
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2）援助者を通して考えた援助
　援助者は、高齢者役の評価項目に関してそれぞれ
援助を考えることができていた。特に援助者は動作
を相手に合わせることに注意を払っていた。
　表 1 のとおり、聴覚では「ゆっくり話す」、歩行
と姿勢では「ペースを合わせる」、階段昇降では「一
段一段昇ってもらう」、椅坐位では「ゆっくり座ら
せる」が挙げられており、高齢者の動きを想定した
援助が考えられていた。
　視覚では、唯一「周囲の安全を確認する」と安全
性が強調され、視覚と歩行においては障害物を伝え
るといった危険の予見と回避が挙げられており、高
齢者役の視覚の特徴と歩行の状況が援助者の安全性
への配慮を高めると捉えられた。
　姿勢や移動の動作においては支える、手すりを用
いる他に、設定のない杖の使用の必要性を見出してお
り、学生の自由な発想が伺えた。このような学生の発
想をもとに、高齢者の個別の特徴と効果的な杖の選
択、使用方法についての学習に繋げる必要がある。
3）観察者を通しての気づき
（1）観察者による高齢者役への気づき
　観察者は、高齢者役を観察することにより、ふら
つきや歩行速度に影響する関節の拘縮、歩幅の狭さ、
摺り足といった、高齢者の歩行の特徴を捉えること
ができていた。階段昇降では、脚の拳上の困難さと
降りる時の恐怖心に気づいていたことから、これら
を、加齢に伴う筋力の低下・関節の変形や支持基底
面積、高齢者の身長等と階段の形状と手すりの使用
による負担の軽減 11）と関連付けることで高齢者の
歩行や階段昇降への看護について深められると考え
られた。
　姿勢については、辛さの他に姿勢による視野の縮
小を捉えており、姿勢から派生する影響を捉えてい
た。座位・立位では、立ち上がる際の身体の不安定
さと椅子の高さによるその違いに気づいていたこと
から、座面の高さによる立ち上がり動作時の筋肉活
動量の違い 12）を理解することで、対象に合わせた
椅子を選択できることが期待された。
　聴覚については、高齢者役の反応から、話しかけ
られても気づいていないこと、伝わりやすい音がある
ことを聞き分けており、難聴の高齢者の特徴をとらえ
ていた。これらをふまえて、 高齢者と話をする際の環
境づくりや伝わりやすい発声の工夫に繋げるために、
今後の疑似体験では、話をしている際の周囲の音や
声の大きさの測定ついても検討する必要がある。
　視覚では、どのような点が困難なのかを挙げてい
ることから、高齢者が判別しやすい色彩、文字の大
きさと字体、示す位置、照度について、比較対象を
設置することで、高齢者への情報提供の方法の工夫
に繋げられると考えられた。
　その他、少数ではあるが周囲の環境や移動の際の
危険、心身の疲労、痛みを捉えており、これらを予防・
軽減するための看護に繋げるには、高齢者のもつ複
数の要因と関連付けていく必要があると考えられた。
（2）観察者による援助者への気づき
　聴こえ難さへの援助では、話す時の声の大きさ、
スピード等が挙げられていた。これらを高齢者の難
聴の種類や特徴と関連付けることで、話しかける位
置や周囲の音、他の情報伝達の方法にも関心を向け
ることができると考えられた。
　安全の確保では、状況の確認と援助者が援助でき
表 3　観察者による援助者への気づき
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る体勢を整えている点に気づいていた。さらに、手
すりの位置や階段の形状 11, 12）等の環境、受動起立
と能動起立による脳血流量の低下の違いや、加齢に
伴う自律神経機能の低下 13）といった生理学的特徴
を関連づけることで、安全に配慮した援助に繋げる
ことができると考えられた。一方で、援助に戸惑う
者がいたことから、具体的な場面をもとに、援助技
術を習得していく必要があると考えられた。
4）高齢者疑似体験における観察者の特徴
　本研究では、大学 1 年生を対象に、高齢者役と援
助者の他に客観的に高齢者役と援助者を観る観察
者を設けて疑似体験を実施した。これは、 藤岡ら 14）
のいうロールプレイの要素をふまえた狭義のシミュ
レーションに近い形態であり、模擬的状況の設定の
中でその状況とかかわりながら、知識や技能を獲得
していくものである。
　これまでの高齢者疑似体験では、高齢者の体験の
み 3-5）、高齢者と介助者の体験設定 15-17）が中心であっ
た。その他には、アドバイザーを設けたものがあり、
藤野らは 2）、看護大学の 3 年生を対象とした片麻痺
の高齢者の疑似体験において、高齢者役、援助者と
アドバイザーを設定している。アドバイザーは、高
齢者役の安全確保、残存機能を生かした介助、自立
を目指した介助に留意してアドバイスや援助をしな
がら記録をしていた。アドバイザー自身が援助を
行っていることから本調査における援助者に類似し
ており観察者とは異なると捉えられた。
　看護大学生を対象とした高齢者疑似体験の調査で
は、3 年生を対象とした高齢者役のみの体験では、
イメージをまとめ老化現象（知識）と関連づける、
関わり方を思案する、高齢者の境遇に目を向ける、
学生自身の老化を慮る、高齢者の身になってみると
いうカテゴリーが示されていた 5）。また、3 年生を
対象とした高齢者役と援助者を設定した疑似体験で
は、不自由さ、不安や孤独感、身体能力の低下、ス
トレス、焦燥感といったネガティブな部分と自立や
生活能力、積極的、尊敬、謝意心といったポジティ
ブな点が示されていた 15）。しかし、これらの先行
研究は、学生なりにいくつかのイメージをまとめて
知識と関連付けている他、「人生経験がある」「生活
の組み立てができる」「自立心が強い」「加齢では感
情の変化はない」等の記述があることから、疑似体
験以外の学習や経験からの感想が込められているこ
とが伺える。このような疑似体験以外の影響につい
ては、看護大学 3 年生を対象とした調査において、
他の講義で学んだ言葉を用いて感想を示し具体性に
欠けるとの指摘もある 2）。そのため、本調査と学習
年次の異なる結果の比較は一概には難しい。 
　さらに、先行研究において 1 年生を対象としたも
のは 3 年制看護専門学校で実施されたもののみで
あった 6, 10, 18）。また、観察者を取り入れた高齢者疑
似体験は、転倒事故の危険要因を明らかにすること
を目的に実施されていた 6, 18）。古市らは 6）、観察者
のみの分析も行っているが、本研究で示された援助
者の課題には触れていない。本研究において、援助
者を通して考えた援助と観察者による援助者への気
づきは類似した記述が見受けられた。しかし、観察
者が高齢者役と援助者の行動や反応から、両者の動
きのペースが合わせられていないことや、危険回避
のための予告が出来ていない等、援助者の課題に気
づいている点は、本研究の高齢者疑似体験における
観察者の特徴と捉えられた。 
　高齢者疑似体験の効果として、看護大学 3 年生を
対象とした調査では、高齢者疑似体験が学習意欲だ
けでなく、日常生活における高齢者の捉え方の変
化や環境を考えるきっかけになるとされている 15）。
本研究においても、学習や日常生活への展望が記さ
れており、1 年次の高齢者疑似体験での体験や観察
は、今後の学習を意味づけ、広く社会に目を向ける
きっかけになるものと捉えられた。
5）本研究の課題
　今回の高齢者疑似体験の評価は、身体的な特徴を
中心としたことから、今後は心理面の評価指標を取
り入れる必要がある。また、疑似体験装具の違いに
よって体験が異なっていたことから、効果的な疑似
体験装具を検討し、高齢者疑似体験での対象者の気
づきを今後の学習に反映させることを課題とした。
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